新しい量子測定限界(基研モレキュール型研究会「進化の力学への場の理論的アプローチ」報告,研究会報告) by 広田, 修
Title新しい量子測定限界(基研モレキュール型研究会「進化の力学への場の理論的アプローチ」報告,研究会報告)
Author(s)広田, 修


































































E,O- I-(:_-.･11号･.qo.,A 一, hr;コ･有














車 一驚(utnTb.,一哉鴎 一輔 咋n











ただし 1/74- PE去 ,ここで上式をFourier解析法で解く｡その結
果､振幅ゆらぎと位相ゆらぎのパワースペクトラムは
LAEA,W,j2-･地 空響 堤 軸 ,･'2･IAI"C'｢'J子 ｣ 7-A,
.2





































ここで一般に G G . 一方､複素振幅に対しては
ノー
適 〉.<A >～






















ここで G久 -GA とは変調度保存増幅であり､半導体 レーザでは
qa〆 (I/Ith-751･
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